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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内蔵された記録手段又は着脱可能な記録媒体に音楽、画像、文書その他のコンテンツを
記録可能な複数の記録機器と、該複数の記録機器と通信可能なサーバとから構成される複
写情報管理システムにおいて、
　前記記録機器は、
　コンテンツを取得する手段と、
　前記取得したコンテンツを前記記録手段又は前記記録媒体に記録する手段と、
　前記コンテンツが記録された記録機器を特定するための機器ＩＤ又は前記コンテンツが
記録された記録媒体を特定するための媒体ＩＤと、前記コンテンツを特定するためのコン
テンツＩＤとを関連付けたコンテンツ管理情報を生成する生成手段と、
　前記コンテンツ管理情報を前記サーバに送信する手段と、
　前記サーバから通知された情報を受信する手段と、
　前記受信した情報を表示する手段と、を備え、
　前記サーバは、
　前記コンテンツ管理情報を受信する手段と、
　前記受信したコンテンツ管理情報を記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録されたコンテンツ管理情報に基づいて、どの記録機器の記録手段又
はどの記録媒体にどのコンテンツが記録されているかを示すコンテンツ複写履歴情報を生
成する手段と、
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　前記コンテンツ複写履歴情報を記録機器に通知する手段と、
　を備えたことを特徴とする複写情報管理システム。
【請求項２】
　前記サーバは、記録機器からの閲覧要求に基づいて前記コンテンツ複写履歴情報を前記
記録機器に通知することを特徴とする請求項１に記載の複写情報管理システム。
【請求項３】
　前記生成手段は、前記記録したコンテンツの取得元の機器ＩＤ又は媒体ＩＤ、前記記録
したコンテンツの取得元の記録機器又は記録媒体の所有者ＩＤ、前記記録したコンテンツ
の取得日時情報のうち少なくとも１つをさらに関連付けて前記コンテンツ管理情報を生成
することを特徴とする請求項１又は２に記載の複写情報管理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、複写情報管理システムに係り、特にコンテンツの複写状況又は移動状況を管
理する複写情報管理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、電子カメラ等で撮影した画像を記録媒体に記録して、その後この記録した画像
を他の電子機器に複写したり、又は移動したりする処理を頻繁に行っている。その場合に
利用者は該画像ファイルを、撮影条件や被写体、又は撮影日付毎に異なるディレクトリに
格納したり、該画像ファイルに対して撮影条件に応じたファイル名を付与するなどして画
像ファイルを整理し管理していた。
【０００３】
画像ファイルのファイルサイズは大きいために、利用者がディレクトリ名やファイル名等
によって画像を管理する方法を採用すると、比較的大容量の記録媒体を複数準備してその
記録媒体に画像ファイルを保存して、これらの記録媒体間、あるいは小容量の記録媒体と
の間で画像ファイルの複写や移動を繰り返して実施する必要がある。この場合に、画像フ
ァイルの複写や移動を繰り返して実施すると、複写又は移動した画像ファイルの行方がわ
からなくなってしまうという不具合を生ずる。
【０００４】
このような不具合に鑑みて、音楽データの移動を繰り返した際に、その音楽データの移動
先を把握することを可能とする記録システム及び記録方法が、特開平１１－２８３３２５
号の公報に示されている。
【０００５】
当該記録システムでは、データが格納されると共に、上記格納されたデータを再生する第
１及び第２の電子機器と、上記第１の電子機器の格納される上記データを少なくとも上記
第２の電子機器に移動あるいは複製する複製手段とを備え、上記第１の電子機器に格納さ
れる上記データが所定の他の電子機器に移動あるいは複製されたとき、上記第１の電子機
器に上記移動あるいは複製された所定の上記データに相対して上記データの移動あるいは
複製先の上記他の電子機器の識別子を記憶すると共に、上記移動あるいは複製の時刻を記
憶するようにしたことを特徴としている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平１１－２８３３２５号の公報に示されている記録システム及び記録
方法では、音楽データを移動する際に音楽データを受信する側の電子機器のＩＤを音楽デ
ータのヘッダ部分に追記しているため、送信側の電子機器と受信側の電子機器とが通信の
接続状態にある場合に送信側の電子機器は、音楽データを受信する側の電子機器のＩＤを
受信して知る必要がある。音楽データを第１の電子機器と第２の電子機器との間で移動す
る場合には、特開平１１－２８３３２５号の公報に示されている記録システム及び記録方
法で対応することが可能であるが、より汎用性のある記録媒体を介した音楽データの移動
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に際しては、記録媒体が複数の異なる電子機器に装着可能であるので、電子機器のＩＤに
よる音楽データの履歴を管理することができないという不具合を生じる。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、記録媒体を介して画像、音楽、文
書その他のコンテンツの移動又は複写を実施した場合であっても、コンテンツの複写又は
移動の履歴を管理することが可能な複写情報管理システムを提供することを目的としてい
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は前記目的を達成するために、内蔵された記録手段又は着脱可能な記録媒体に音
楽、画像、文書その他のコンテンツを記録可能な複数の記録機器と、該複数の記録機器と
通信可能なサーバとから構成される複写情報管理システムにおいて、前記記録機器は、コ
ンテンツを取得する手段と、前記取得したコンテンツを前記記録手段又は前記記録媒体に
記録する手段と、前記コンテンツが記録された記録機器を特定するための機器ＩＤ又は前
記コンテンツが記録された記録媒体を特定するための媒体ＩＤと、前記コンテンツを特定
するためのコンテンツＩＤとを関連付けたコンテンツ管理情報を生成する生成手段と、前
記コンテンツ管理情報を前記サーバに送信する手段と、前記サーバから通知された情報を
受信する手段と、前記受信した情報を表示する手段とを備え、前記サーバは、前記コンテ
ンツ管理情報を受信する手段と、前記受信したコンテンツ管理情報を記録する記録手段と
、前記記録手段に記録されたコンテンツ管理情報に基づいて、どの記録機器の記録手段又
はどの記録媒体にどのコンテンツが記録されているかを示すコンテンツ複写履歴情報を生
成する手段と、前記コンテンツ複写履歴情報を記録機器に通知する手段とを備えたことを
特徴としている。
【０００９】
　本発明によれば、記録機器において、コンテンツが記録された記録機器を特定するため
の機器ＩＤ又はコンテンツが記録された記録媒体を特定するための媒体ＩＤと、コンテン
ツを特定するためのコンテンツＩＤとを関連付けたコンテンツ管理情報を生成し、コンテ
ンツ管理情報をサーバに送信し、サーバにおいて、コンテンツ管理情報に基づいて、どの
記録機器の記録手段又はどの記録媒体にどのコンテンツが記録されているかを示すコンテ
ンツ複写履歴情報を生成して記録機器に通知するようにしたので、記録媒体を介して画像
、音楽、文書その他のコンテンツの移動又は複写を実施した場合であっても、前記コンテ
ンツ管理情報を受信したサーバにおいて、コンテンツの複写又は移動の履歴を管理するこ
とが可能となる。
【００１０】
　また、本発明は請求項１に記載の複写情報管理システムにおいて、前記サーバは、記録
機器からの閲覧要求に基づいて前記コンテンツ複写履歴情報を前記記録機器に通知するこ
とを特徴としている。
【００１２】
　また、本発明は請求項１又は２に記載の複写情報管理システムにおいて、前記生成手段
は、前記記録したコンテンツの取得元の機器ＩＤ又は媒体ＩＤ、前記記録したコンテンツ
の取得元の記録機器又は記録媒体の所有者ＩＤ、前記記録したコンテンツの取得日時情報
のうち少なくとも１つをさらに関連付けて前記コンテンツ管理情報を生成することを特徴
としている。
【００１４】
したがって、コンテンツの履歴情報を受信した通信機器においてコンテンツの履歴情報を
表示手段に表示することによって、利用者は個々のコンテンツの保存場所や保存状況を簡
単に把握することができ、各種のコンテンツを効率的に管理することが可能となる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下添付図面に従って、本発明に係る複写情報生成装置並びに複写情報管理装置の好まし
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い実施の形態について詳説する。
【００１６】
図１は、本発明に係る複写情報生成装置並びに複写情報管理装置を含む複写情報管理シス
テムの構成図である。
【００１７】
同図に示すように複写情報管理システムには、被写体像を撮像した画像等のコンテンツの
コンテンツデータと複写ファイル管理情報とを記録媒体１７７に記録する電子カメラ１０
（複写情報生成装置の一形態）と、電子カメラ１０に対して挿抜可能であるともにパソコ
ン８０、携帯電話４０等の電子機器に対しても挿抜可能なメモリーカード等の記録媒体１
７７と、電子カメラ１０と近距離の無線通信若しくは有線による通信を実施して複写ファ
イル管理情報等を送受信するとともに、基地局４２と通信網４４とを介してサーバ９０と
複写ファイル管理情報等の情報を送受信することが可能な携帯電話４０とが設けられてい
る。
【００１８】
また、複写情報管理システムには、記録媒体１７７を装着して記録媒体１７７に記録され
ている画像等のコンテンツデータと複写ファイル管理情報とを読み出して記録又は再生を
実施することが可能なパソコン８０と、通信網４４等を介してパソコン８０又は携帯電話
４０と情報を送受信することが可能なサーバ９０とが設けられている。なお、サーバ９０
は、通信網４４等を介してパソコン８０又は携帯電話４０から複写ファイル管理情報を受
信して、複写履歴データベースに記録することが可能となっている。
【００１９】
上記の説明では、サーバ９０が利用者の電子カメラ１０やパソコン８０等が存在する場所
と離れた所に存在する例で記載してあるが、本発明はこれに限定されるものではなく、サ
ーバ９０が利用者宅等に存在する構成であってもよいし、サーバ９０が家庭内のＡＶ装置
等の電子機器であっても本発明の目的を達成することが可能である。
【００２０】
携帯電話４０と基地局との通信は、ＰＨＳ、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＧＳＭ等の通信規格に基づい
た通信を実施するものであってもよい。
【００２１】
図２に、本発明に係る電子カメラ１０の信号処理系ブロック図を示す。
【００２２】
複写情報生成装置の一形態である電子カメラ１０の撮像処理部には、受光面に結像した被
写体像を光電変換して画像信号として出力する撮像手段１５０と、アナログ信号用の画像
処理手段１５３と、アナログの画像信号をデジタルの画像データに変換するＡ／Ｄ変換器
１５４とが設けられている。
【００２３】
また、画像データや複写ファイル管理情報等の各種情報を携帯電話４０やパソコン８０等
の他の通信機器と送受信するための通信手段として、画像データ等の情報を搬送波に乗せ
て送信又は受信する送受信手段１５７と、画像データ等の情報を電波にて送受信するアン
テナ１５６と、画像データ等の情報を有線（ＵＳＢ、シリアル、パラレル等の通信手段）
にて伝達する通信コネクタ１６２とが設けられている。なお、無線通信のインターフェー
スとして、ＩＥＥＥ８０２等の無線ＬＡＮや、Bluetooth その他の通信規格に基づいた通
信手段を用いてもよいし、赤外線、磁気、超音波等の通信手段を用いた通信手段を用いて
もよい。
【００２４】
また、電子カメラ１０には、画像データに対して圧縮処理等を実施する圧縮伸張手段１６
７と、複写ファイル管理情報等の各種の文字を画像とともに表示手段１６８にオンスクリ
ーンディスプレイするＯＳＤ１６９と、画像データに対してホワイトバランス処理を実施
したり、ガンマ変換、ＹＣ変換処理、画素数の変換処理、電子ズーム処理、トリミング処
理、リサイズ処理等を実施する信号処理手段１７０と、表示用の画像データを一時的に記
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憶しておくフレームメモリ１７１と、デジタルの画像データを表示用のコンポジット信号
等に変換するＤ／Ａ変換器１７２とが設けられている。
【００２５】
また、電子カメラ１０には、電源スイッチやレリーズボタン、十字ボタン等から構成され
る入力手段１７４と、入力手段１７４を介して入力された入力情報のインターフェースと
なるＩ／Ｏ１７５と、記録媒体１７７を着脱可能に装着する記録媒体装着部１７８と、記
録媒体１７７に対して画像データや複写ファイル管理情報等の各種情報を記録したり読み
出したりする記録媒体インターフェース１７９とが設けられている。
【００２６】
また、電子カメラ１０には、電子カメラ１０全体の制御を行うとともに画像処理や通信処
理を実施する情報処理手段１８０と、情報の書き換えが可能であるとともに記憶した調整
用の各種定数や、当該電子カメラ１０固有のカメラＩＤ、コンテンツＩＤ、複写回数デー
タ、当該電子カメラ１０の利用者固有のＩＤ等の複写ファイル管理情報等を記憶する不揮
発性メモリ１８２と、電子カメラ１０の動作プログラムや定数等が記憶されているＲＯＭ
１８３と、プログラム実行時の作業領域となるＲＡＭ１８４とが設けられている。
【００２７】
また、電子カメラ１０には、現在の時を刻むカレンダ時計１９０と、電子カメラ１０を駆
動するための各種電力を供給する電源１９１と、当該電子カメラ１０の動力源となる電池
１９１Ａと、撮像時に光を発光して被写体の光量不足を補う発光手段１９３と、該発光手
段１９３の発光タイミング等の調節を行う発光制御手段１９４とが設けられている。
【００２８】
同図に示すように電子カメラ１０の情報処理手段１８０とその周辺の各回路はバス１９９
で接続されており、互いに情報の伝達を高速で行うことが可能であるとともに、情報処理
手段１８０が実行する処理プログラムに基づいて周辺の各回路を制御することが可能とな
っている。
【００２９】
なお電子カメラ１０に、周囲の音声を集音するマイクと、マイクが入力した音声信号をデ
ジタルのデータに変換するＡ／Ｄ変換器とを備え、画像とともに又は単独で音声の情報を
記録可能なように構成してもよい。
【００３０】
前記記録媒体インターフェース１７９は、記録媒体１７７から該記録媒体１７７固有の識
別情報を取得することが可能となっている。また記録媒体インターフェース１７９は、情
報処理手段１８０が不揮発性メモリ１８２又はＲＡＭ１８４等の記録手段から読み出した
音楽、画像、文書その他のコンテンツとそのコンテンツを特定するコンテンツＩＤとを、
記録媒体１７７に記録することが可能となっている。この記録処理はコンテンツの複写処
理に該当する。また、コンテンツを記録媒体１７７に複写した後に、情報処理手段１８０
が複写元のコンテンツを削除するか、又は複写元のコンテンツのファイルを読み出し不可
の状態に属性を設定することによって、コンテンツの移動処理とすることが可能である。
【００３１】
また、情報処理手段１８０（管理情報生成手段）は、記録媒体１７７から取得した記録媒
体１７７固有の識別情報と前記記録媒体１７７に記録したコンテンツＩＤとを関連付けた
ファイル管理情報を生成することが可能となっている。
【００３２】
また、送受信手段１５７（送信手段）は、前記管理情報生成手段が生成したファイル管理
情報を、携帯電話４０、パソコン８０又はＰＤＡ等の他の通信機器に送信することが可能
となっている。
【００３３】
上記のとおり構成された電子カメラ１０の撮像処理について説明する。
【００３４】
先ず利用者は、画像ファイルの行方をサーバ９０等にて管理するための当該利用者固有の
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識別情報となる「利用者ＩＤ」を、予め入力手段１７４を介して入力しておく。当該利用
者ＩＤは、利用者の氏名やニックネームであってもよいし、利用者固有の番号又は記号で
あってもよい。入力手段１７４を介して入力された利用者ＩＤは、情報処理手段１８０の
指示によって不揮発性メモリ１８２等の記録手段に記録される。
【００３５】
撮像する被写体像は撮像レンズによって撮像手段１５０の受光面に結像され、結像した被
写体像は光電変換されて画像処理手段１５３に出力される。画像処理手段１５３では、こ
の画像信号に対して相関二重サンプリングや増幅、ノイズの低減処理等の画像処理を実施
し、Ａ／Ｄ変換器１５４にてデジタルデータに変換する。
【００３６】
該デジタルデータに変換した画像データは情報処理手段１８０の指令により信号処理手段
１７０に転送され、画像のホワイトバランスやガンマ補正、ＹＣ変換、ズーム処理、画素
数変換処理等の画像処理が施された後に、一時期ＶＲＡＭ等のフレームメモリ１７１に記
憶される。
【００３７】
情報処理手段１８０は、フレームメモリ１７１に記憶されている画像データを逐次Ｄ／Ａ
変換器１７２に伝達する指示を行い、ＯＳＤ１６９から発生されるキャラクタ等の情報と
ともに表示手段１６８に表示している。
【００３８】
利用者が、入力手段１７４に設けられている撮像指示のためのレリーズボタンを押すと、
情報処理手段１８０は被写体を撮像するモードに入る。すると情報処理手段１８０はＡ／
Ｄ変換器１５４にてデジタルデータに変換された画像データをＲＡＭ１８４に記録する。
【００３９】
画像を記録媒体１７７に記録する場合には、前記ＲＡＭ１８４に記憶されている画像を逐
次読み出して信号処理手段１７０に転送して、画像のホワイトバランスやガンマ補正、Ｙ
Ｃ変換、ズーム処理、画素数変換処理等の画像処理を施して各色の階調変換、画像サイズ
の変換処理等を実施した後に、圧縮伸張手段１６７に転送される。
【００４０】
圧縮伸張手段１６７にて所定の条件で圧縮処理が実施された画像データは、情報処理手段
１８０の指示に基づいて再び一時期ＲＡＭ１８４のＦＩＬＥ用ワーク領域に一時記憶され
る。そして情報処理手段１８０は、画像データと共に関連付けて記録するタグ情報（ヘッ
ダ）を生成する処理を行う。
【００４１】
このタグ情報として、例えば不揮発性メモリ１８２等の記録手段に記録されているカメラ
ＩＤ並びに利用者ＩＤと、画像の撮像日時、撮像時の絞り開度やホワイトバランス等の設
定値その他の撮影情報、当該画像に対して自動で付与された固有のコンテンツＩＤ又は利
用者が入力手段１７４を介して指定した当該画像固有のファイル名等のコンテンツＩＤ、
複写回数（今回の記録は初回の記録であるので、複写回数として記録される情報は「１」
とする）と、記録媒体１７７固有の記録媒体ＩＤとを、ＲＡＭ１８４に記録する。
【００４２】
当該記録媒体ＩＤは、記録媒体１７７の管理情報記録領域等に記録されている記録媒体固
有の識別情報である。情報処理手段１８０は、記録媒体インターフェース１７９及び記録
媒体装着部１７８を介して記録媒体１７７から読み出した記録媒体ＩＤを、ＲＡＭ１８４
に記録する。
【００４３】
当該タグ情報は、画像データと同一のファイル内に記録するようにしてもよいし、画像デ
ータが記録されている画像ファイルとは別に独立したタグファイルを生成して、当該タグ
ファイルと画像ファイルとを関連付けて記録するようにしてもよい。また、撮影日時の情
報は、情報処理手段１８０がカレンダ時計１９０から読み出した現在の時刻に関する情報
である。また、不揮発性メモリ１８２等の記録手段に記録容量の余裕がある場合には、当
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該画像データの見出し用のサムネイル画像（情報処理手段１８０又は信号処理手段１７０
が、撮像した主画像に対して画素数や階調を減少させるリサイズ処理を実施した見出し用
の縮小画像）を生成して、主画像の画像データと関連付けてＲＡＭ１８４に記録するよう
にしてもよい。また、主画像の画像データと同一の画像ファイル内に、前述のようにして
生成したサムネイル画像を記録するようにしてもよい。
【００４４】
前記生成された画像ファイル等は、情報処理手段１８０によって記録用のコンテンツデー
タに変換された後に、記録媒体インターフェース１７９に対して出力されて、順次記録媒
体１７７に記録される。
【００４５】
図３に、電子カメラ１０によって記録媒体１７７に記録された画像ファイルの構造例を示
す。
【００４６】
同図に示すように画像ファイルには、当該画像のタグ情報が記載されている部分（付属情
報が記録されている部分）と、１２８０×９６０の画素数を備えた主画像が記載されてい
る部分と、インデックス表示等に用いる縮小画像（サムネイル画像）の部分とが設けられ
ている。
【００４７】
タグ情報が記載されている部分には、更に撮影情報として、元画像を撮像又は生成した際
の撮影情報を貼付してもよい。図３に示す例では、主画像を撮像した日時を示す撮影年月
日情報と、撮像時に電子カメラ１０の撮像モード（クオリティ）を「ＮＯＲＭＡＬ」モー
ドに設定して撮像した画像であることを示す撮影モード情報と、利用者が指定した主画像
のタイトルが貼付されているタイトル情報との各種情報が貼付されている。
【００４８】
またタグ情報が記載されている部分には、撮像時に電子カメラ１０にて設定したホワイト
バランスを調節するモードが記載されているホワイトバランス情報と、撮像時に電子カメ
ラ１０にて設定されていた「ＡＵＴＯ」又は「ＭＡＮＵＡＬ」等の合焦モードに関する情
報が記載されているフォーカス情報と、電子カメラ１０にて被写体像を撮像した位置を記
載する撮影位置情報と、電子カメラ１０にて撮像する際に設定した補助光の発光モードを
記載するストロボ情報とが貼付されている。
【００４９】
またタグ情報が記載されている部分には、当該画像ファイルの管理情報として、利用者を
特定する利用者ＩＤと、主画像を撮像又は生成した電子カメラ１０を特定するカメラＩＤ
（複写情報生成装置固有の識別情報）と、画像ファイルの複写先を特定する記録媒体１７
７固有の識別情報である記録媒体ＩＤ（当該記録媒体ＩＤは、後述するように当該画像フ
ァイルを当該記録媒体１７７から読み出した際に後から記録するようにしてもよい。）と
、当該画像ファイルの累計の複写回数と、電子カメラ１０が記録媒体１７７に画像ファイ
ルの記録を実施した複写日時の情報と、画像ファイルに含まれる主画像を特定するコンテ
ンツＩＤとが、主画像と関連付けて添付されている。
【００５０】
上記の実施例では、電子カメラ１０が記録媒体ＩＤを画像データ（コンテンツ）と関連付
けてタグ情報として記録する例で説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、
電子カメラ１０はタグ情報として記録媒体ＩＤを記録せずに、後にパソコン８０等が記録
媒体１７７から画像データを読み出した際に、タグ情報として記録するようにしてもよい
。
【００５１】
また、画像ファイル等のコンテンツのファイルのタグ情報記録領域に、利用者が予め複写
を許可する記録媒体ＩＤを記録しておき、電子カメラ１０から記録媒体１７７に画像ファ
イル等のコンテンツを記録する際に、情報処理手段１８０が記録媒体１７７の記録媒体Ｉ
Ｄを読み出して、予め登録されている記録媒体ＩＤであるか否かの判断を行って、予め登
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録されている記録媒体ＩＤであると判断した場合には、当該コンテンツを記録媒体１７７
に複写するようにしてもよい。このように予め許可された記録媒体にのみ複写を許可する
ことによって、写真（画像）、音楽、言語（文書）、図形その他の著作物の不正な複写を
防止することが可能となる。
【００５２】
また、画像ファイル等のコンテンツのファイルのタグ情報記録領域に、利用者が予め複写
を許可する特定の所有者ＩＤを記録しておき、電子カメラ１０から記録媒体１７７に画像
ファイル等のコンテンツを記録する際に、情報処理手段１８０がコンテンツのファイルに
記録されている所有者ＩＤを読み出して、その所有者ＩＤの中に不揮発性メモリ１８２等
の記録手段に記録されている利用者ＩＤが含まれているか否かの判断を行って、今回複写
を行う利用者のＩＤが、予め登録されている所有者ＩＤの中に存在すると判断した場合に
は、当該コンテンツを記録媒体１７７に複写又は移動するようにしてもよい。このように
予め許可された利用者に対してのみ複写又は移動を許可することによって、著作物の不正
な複写を防止することが可能となる。
【００５３】
上記のようにして、著作権を主張するコンテンツを複写又は移動する場合には、電子カメ
ラ１０にて個人認証を実施して利用者を認証した後に、記録媒体に記録するようにしても
よい。この際に、記録媒体ＩＤごとの所有者の個人情報（住所、social secyrity NO. 等
）が、別途通信網４４上のサーバ９０に記録される。
【００５４】
著作物に対して著作権を放棄しているコンテンツ、例えば利用者が撮像した著作物（画像
、音声、文書等のコンテンツを含む）を複写する場合には、利用者自信が記録媒体ＩＤ毎
に自己管理番号や所有者ＩＤなどを付与して管理するようにしてもよい。
【００５５】
なお、上記の説明では複写情報生成装置を電子カメラ１０とした実施の形態で説明したが
、本発明はこれに限定されるものではなく、画像、音声又は文書その他のコンテンツ、及
び複写ファイル管理情報を記録媒体１７７に記録する装置、又は送受信手段１５７を介し
て他の通信機器に送信する機能を備えたパソコンや携帯電話、ＰＤＡ（Personal Data As
sistance）等の電子機器であっても本発明の目的を達成することが可能である。
【００５６】
電子カメラ１０が記録媒体１７７に画像を記録すると、電子カメラ１０の情報処理手段１
８０は、複写した画像ファイルのファイル管理情報を生成して、不揮発性メモリ１８２等
の記録手段に記録する。図４に、電子カメラ１０が生成した第１の複写ファイル管理情報
を示す。
【００５７】
同図に示すように、第１の複写ファイル管理情報には、利用者を特定する利用者ＩＤと、
複写した画像ファイルに含まれる主画像を撮像した電子カメラ１０を特定するカメラＩＤ
と、画像ファイルの複写先を特定する記録媒体１７７の固有の記録媒体ＩＤと、当該画像
ファイルの累計複写回数と、電子カメラ１０が記録媒体１７７に画像ファイルの複写を実
施した複写日時情報と、画像ファイルに含まれる主画像を特定するコンテンツＩＤと、画
像ファイルに含まれる主画像のサムネイルデータ（縮小画像の画像データ）とが記録され
ている。
【００５８】
電子カメラ１０の近傍に利用者の携帯電話４０が存在する場合には、電子カメラ１０は携
帯電話４０と近距離用無線通信手段を介して通信接続を実施（電子カメラ１０と携帯電話
４０とを通信用のケーブルで接続して、有線の通信手段を用いて通信を実施してもよい。
）して、第１の複写ファイル管理情報を携帯電話４０に対して送信する処理を行う。当該
第１の複写ファイル管理情報を受信した携帯電話４０は、携帯電話４０の通信回線を利用
して、携帯電話４０の最寄りの携帯電話用基地局４２と、通信網４４（インターネット等
の通信網であってもよい。）を介してサーバ９０（複写情報管理装置）と通信接続を実施
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して、電子カメラ１０から受信した第１の複写ファイル管理情報をサーバ９０に対して送
信する処理を行う。
【００５９】
なお、携帯電話４０から第１の複写ファイル管理情報を受信したサーバ９０の情報処理手
段は、受信した第１の複写ファイル管理情報を、サーバ９０内又はサーバ９０の外部に設
けられている複写履歴データベースに対して記録する処理を行う。なお、サーバ９０の構
成については改めて後述する。
【００６０】
電子カメラ１０がサーバ９０と直接情報の送受信を実施することが可能な通信手段を備え
ている場合には、携帯電話４０を介さずに第１の複写ファイル管理情報を直接サーバ９０
に対して送信するようにしてもよい。
【００６１】
図５に、パソコン８０の信号処理系ブロック図を示す。
【００６２】
同図に示すように、パソコン８０の情報送受信部には、近距離用無線通信手段又は遠距離
用無線ネットワーク通信手段として用いるアンテナ８５６と、画像ファイルや複写ファイ
ル管理情報その他の情報を無線又は有線により送受信するために所定の形式にデータを変
換する送受信手段８５７と、通信回線８６０とインターネット等の通信網４４とを介して
他の通信機器（サーバ９０等）と複写ファイル管理情報その他の情報を送受信するための
送受信手段８６５とが設けられている。
【００６３】
また、パソコン８０には、画像や文字等の情報を表示する表示手段８６８と、情報処理手
段の指令に基づいて表示手段８６８に対して表示用の画像信号を出力する表示制御手段８
６９と、利用者が入力手段８７４を介して入力した各種情報を読み取って後述する情報処
理手段に伝達したり、情報処理手段からの指示に基づいてＬＥＤ等の通知手段に表示指令
を出力するＩ／Ｏ８７５とが設けられている。
【００６４】
また、パソコン８０には、記録媒体８７７を着脱可能に装着する記録媒体装着部８７８と
、記録媒体８７７に対して画像データ等の情報を記録したり読み出したりする記録媒体イ
ンターフェース８７９とが設けられている。なお、記録媒体８７７は、前記記録媒体１７
７と同様の着脱可能な記録媒体である。
【００６５】
また、パソコン８０には、パソコン８０の全体の制御を行う情報処理手段（ＣＰＵ）８８
０と、情報処理手段８８０を動作させるプログラムや各種定数が記録されているＲＯＭや
情報処理手段８８０が処理を実行する際の作業領域となる記録手段であるＲＡＭとから構
成されるメモリ８８１と、パソコン８０の処理に関する各種定数やネットワーク上の通信
機器に通信接続する際のダイヤルアップ電話番号、属性情報、ＵＲＬ（Uniform Resource
 Locators ）、アドレス、サイトアドレス、ゲートウェイ情報ＤＮＳ（Domain Name Syst
em）等の接続情報、当該パソコン８０固有の識別情報であるパソコンＩＤ、複写ファイル
管理情報等の各種の情報を記録するハードディスク等の記録手段８８６と、時刻を刻むカ
レンダ時計８９０とが設けられている。
【００６６】
同図に示すようにパソコン８０内の情報処理手段８８０と、表示制御手段８６９、Ｉ／Ｏ
８７５、メモリ８８１、記録手段８８６、カレンダ時計８９０等を含む各周辺回路はバス
８９９で接続されており、情報処理手段８８０は各々の周辺回路を制御することが可能で
あるとともに、情報処理手段８８０が実行する処理プログラムに基づいて周辺の各回路を
制御することが可能となっている。
【００６７】
近距離用の無線通信手段は、電波、超音波、赤外線等の光を搬送波に用いた通信手段であ
る。電波を用いる場合には、無線ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）やBluetooth 等
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の無線通信の仕様に基づいてもよい。
【００６８】
また、パソコン８０にて音声データを再生可能なように、デジタルの音声データをアナロ
グの音声信号に変換するＤ／Ａ変換器と、アナログの音声信号を増幅して再生用の音声信
号に変換するオーディオアンプと、再生用の音声信号を空気の振動（音声）に変換するス
ピーカとを備えた構成としてもよい。
【００６９】
なお、上記の説明では通信機器をパソコン８０とした例で説明したが本発明はパソコン８
０に限定されるものではなく、記録媒体１７７が装着可能であるとともに、通信網４４を
介してサーバ９０と情報の送受信を実施することが可能な通信機器であれば、携帯電話や
電子手帳その他の電子機器であってもよい。
【００７０】
記録媒体インターフェース８７９は、音楽、画像、文書その他のコンテンツとそのコンテ
ンツを特定するコンテンツＩＤとを記録媒体８７７（記録媒体１７７であってもよい）か
ら取得することが可能となっている。
【００７１】
また、記録手段８８６（ＩＤ記録手段）は、当該パソコン８０（複写情報生成装置）固有
の識別情報を記録することが可能となっている。
【００７２】
また情報処理手段８８０（管理情報生成手段）は、記録手段８８６（ＩＤ記録手段）に記
録されている当該パソコン８０（複写情報生成装置）固有の識別情報を読み出して該識別
情報と前記記録媒体８７７から取得したコンテンツＩＤとを関連付けたファイル管理情報
を生成することが可能となっている。
【００７３】
また、記録手段８８６（コンテンツ記録手段）には、前記生成したファイル管理情報と前
記取得したコンテンツとを関連付けて記録することが可能となっている。
【００７４】
また、送受信手段８６５又は送受信手段８５７（送信手段）は、前記生成したファイル管
理情報を携帯電話４０又は通信網４４を介してサーバ９０等の通信機器に送信することが
可能となっている。
【００７５】
パソコン８０に記録媒体１７７（記録媒体８７７であってもよい。）を装着して、利用者
が入力手段８７４を操作して、記録媒体１７７に記録されている画像ファイルを読み出し
て、パソコン８０内に複写する指示を入力すると、パソコン８０の情報処理手段８８０は
、記録媒体１７７に記録されている画像ファイルを記録媒体インターフェース８７９等を
介して読み出して、記録手段８８６に記録する処理を行う。
【００７６】
この際に情報処理手段８８０は、自己のパソコン８０の記録手段８８６に予め記録されて
いる当該パソコン８０の固有の識別情報であるパソコンＩＤを読み出して、画像ファイル
のタグ情報領域に設けられている複写ファイル管理情報に追記する処理を行う。
【００７７】
また、情報処理手段８８０は、画像ファイルのタグ領域の複写ファイル管理情報に記録さ
れている複写回数を読み出して、今回画像ファイルの複写を実行したことを受けて当該読
み出した複写回数に対して「１」を加算する処理を行う。そして、加算処理を行った複写
回数を再び複写ファイル管理領域に記録する処理を行う。
【００７８】
また、情報処理手段８８０は、今回ファイルの複写を実行したことを受けて、カレンダ時
計８９０から現在の日時を読み出す処理を行う。そして、画像ファイルのタグ情報記録領
域の複写ファイル管理領域の複写日時記録部分に、前記カレンダ時計から読み出した日時
の情報を記録する処理を行う。
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【００７９】
そして、情報処理手段８８０は、パソコンＩＤの追記と、複写回数の書き換えと、複写日
時の記載とを実施した画像ファイルを、記録手段８８６に記録する処理を行う。
【００８０】
上記の実施の形態では画像ファイル（コンテンツデータの一種）を複写した場合の実施例
で説明したが、画像ファイルを移動する場合には画像ファイルを複写した後に移動元の記
録媒体１７７に記録されている画像ファイルを消去するか、又は当該画像ファイルの読み
出しを禁止する属性に設定しておく。また、画像等のコンテンツを消去する場合には、そ
の都度ネットワーク（通信網４４）を介してサーバ９０にアクセスして、複写記録データ
ベースの複写履歴内容を確認してから消去を許可するようにしてもよい。また、画像を消
去する場合には、最初に強制的にコンテンツの消去を許可しておいて、後にネットワーク
（通信網４４）を介してサーバ９０と情報の送受信を実施した際に、複写記録データベー
スの複写履歴内容の「ステータス」を「消去」に書き換えるようにしてもよいし、複写記
録データベースに記録されているコンテンツＩＤ毎に情報を消去するようにしてもよい。
【００８１】
図６に、パソコン８０の記録手段８８６に複写された画像ファイルの構造例を示す。
【００８２】
同図に示すように、記録手段８８６に記録されている画像ファイルの複写ファイル管理領
域には、当該画像ファイルの複写元である記録媒体１７７固有の記録媒体ＩＤと、当該画
像ファイルの複写先であるパソコン８０固有のパソコンＩＤとが記載されており、当該画
像ファイルの複写履歴を確認することが可能となっている。
【００８３】
また、図３に示した画像ファイルと比較して、複写ファイル管理領域の複写回数が更新さ
れているとともに、複写日時も最新の複写日時に更新されている。なお、図６に示す例で
は、最新の複写日時が１つ記載されている実施例で示してあるが、複写した機器ＩＤ毎（
同図に示す例では、カメラＩＤ、記録媒体ＩＤ、パソコンＩＤ等の複写情報生成装置固有
の識別情報毎）に複写日時の履歴を記録しておいてもよい。
【００８４】
図７に、パソコン８０にて生成して記録手段８８６に記録されている第２の複写ファイル
管理情報を示す。
【００８５】
パソコン８０の情報処理手段８８０は、前記記録手段に記録した画像ファイルのタグ情報
に記載されている複写ファイル管理情報と、サムネイル画像とを読み出して、新たに第２
の複写ファイル管理情報を生成して、記録手段８８６に記録する処理を行う。
【００８６】
同図に示すように、第２の複写ファイル管理情報には、前記図４に記載されている複写フ
ァイル管理情報に加えて、今回複写した画像ファイルの複写先を特定するパソコン８０固
有のパソコンＩＤが記録されている。
【００８７】
また、図４に示した複写ファイルと比較して、複写ファイル管理領域の複写回数が更新さ
れているとともに、複写日時も最新の複写日時に更新されている。なお、図７に示す例で
は、最新の複写日時が１つ記載されている実施例で示してあるが、複写した機器ＩＤ毎（
同図に示す例では、カメラＩＤ、記録媒体ＩＤ、パソコンＩＤ等の複写情報生成装置固有
の識別情報毎）に複写日時の履歴を記録しておいてもよい。
【００８８】
パソコン８０が、通信網４４を介してサーバ９０と情報の送受信を実施することが可能と
なっている場合には、通信網４４を介してサーバ９０と通信接続を実施して、第２の複写
ファイル管理情報をサーバ９０に対して送信する処理を行う。
【００８９】
パソコン８０から第２の複写ファイル管理情報を受信したサーバ９０の情報処理手段は、
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受信した第２の複写ファイル管理情報をサーバ９０内又はサーバ９０の外部に設けられて
いる複写履歴データベースに対して記録する処理を行う。
【００９０】
また、パソコン８０が携帯電話４０と無線又は有線の通信を実施することが可能となって
いる場合には、パソコン８０は携帯電話４０と近距離用無線通信手段等を介して通信接続
を実施（パソコン８０と携帯電話４０とを通信用のケーブルで接続して、有線の通信手段
を用いて通信を実施してもよい。）して、第２の複写ファイル管理情報を携帯電話４０に
対して送信してもよい。当該第２の複写ファイル管理情報を受信した携帯電話４０は、携
帯電話４０の通信回線を利用して、携帯電話４０に対して最寄りの携帯電話用基地局４２
及び通信網４４（インターネット等の通信網であってもよい。）を介してサーバ９０と通
信接続を実施して、パソコン８０から受信した第２の複写ファイル管理情報をサーバ９０
に対して送信する。
【００９１】
図８に、サーバ９０の信号処理系ブロック図を示す。
【００９２】
同図に示すようにサーバ９０の情報送受信部には、通信回線９６０と通信網４４を介して
携帯電話４０やパソコン８０、電子カメラ１０等の他の通信機器と情報の送受信を行うた
めの送受信手段９６５が設けられている。
【００９３】
また、サーバ９０には、必要に応じて画像や文字等の情報を確認のために表示する表示手
段９６８と、情報処理手段の指令に基づいて表示手段９６８に対して表示用の画像信号を
出力する表示制御手段９６９と、管理者が入力手段９７４を介して入力した各種情報を読
み取って後述する情報処理手段に伝達したり、情報処理手段からの指示に基づいてＬＥＤ
等の通知手段に表示指令を出力するＩ／Ｏ９７５とが設けられている。
【００９４】
また、サーバ９０には、サーバ９０の全体の制御を行う情報処理手段（ＣＰＵ）９８０と
、情報処理手段９８０を動作させるプログラムや各種定数が記録されているＲＯＭや情報
処理手段９８０が処理を実行する際の作業領域となる記録手段であるＲＡＭとから構成さ
れるメモリ９８１と、サーバ９０の処理に関する各種定数やネットワーク上の自己の属性
情報、ＵＲＬ（Uniform Resource Locators ）、アドレス、サイトアドレス、ゲートウェ
イ情報ＤＮＳ（Domain Name System）等の接続情報、複写ファイル管理情報等の情報を記
録するハードディスク等の記録手段９８６（複写履歴データベースの機能を含んでいても
よい。）と、時刻を刻むカレンダ時計９９０とが設けられている。
【００９５】
なお、複写履歴データベースは、サーバ９０内に設けられていてもよいし、サーバ９０と
は別の場所に設けて情報処理手段９８０の指示に基づいて情報の読み書きが可能なように
構成してもよい。
【００９６】
同図に示すように情報処理手段９８０と、表示制御手段９６９、Ｉ／Ｏ９７５、メモリ９
８１、記録手段９８６、カレンダ時計９９０等を含む各周辺回路はバス９９９で接続され
ており、情報処理手段９８０は各々の周辺回路を制御することが可能であるとともに、情
報処理手段９８０が実行する処理プログラムに基づいて周辺の各機器を制御することが可
能となっている。
【００９７】
送受信手段９６５は、音楽、画像、文書その他のコンテンツを特定するコンテンツＩＤと
、当該コンテンツが記録されているパソコン８０や電子カメラ１０等の電子機器又は記録
媒体１７７等を特定する固有の識別情報とを関連付けたファイル管理情報を、電子カメラ
１０、携帯電話４０、又はパソコン８０等の他の電子機器から受信することが可能となっ
ている。
【００９８】
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記録手段９８６は、受信したファイル管理情報を記録することが可能となっている。また
、既に当該コンテンツＩＤのファイル管理情報が記録手段９８６に記録されている場合に
は、受信したファイル管理情報に基づいて予め記録手段に記録されているファイル管理情
報を更新記録する処理を情報処理手段９８０等が実施して、記録手段９８６に記録するこ
とが可能となっている
また、送受信手段９６５（送信手段）は、情報処理手段９８０の指示に基づいて、記録手
段９８６に記録されているファイル管理情報を読み出して、電子カメラ１０、携帯電話４
０、又はパソコン８０等の他の通信機器に送信することが可能となっている。
【００９９】
図９に、複写履歴データベースに記録されている第１の複写ファイル管理情報等に基づい
た各コンテンツの複写履歴を示す。
【０１００】
同図に示すように、複写記録データベースには各利用者ＩＤ毎、及び、画像、音声、文書
等の各コンテンツ毎に、複写履歴が記録されている。例えばコンテンツＩＤ「１８５６Ａ
ＲＤＥ」の画像ファイルの複写履歴部分には、携帯電話４０を介して電子カメラ１０から
受信した第１の複写ファイル管理情報に基づいた情報が記録されている。なお、コンテン
ツＩＤ「８７２５ＹＣＫＥ」の項目には文書ファイルの複写履歴が記録されている。また
、「３８１４ＦＸＩＹ」の項目には音楽ファイルの複写履歴が記録されている。
【０１０１】
当該複写記録データベースの複写履歴内容は、パソコン８０又は携帯電話４０からの閲覧
要求に基づいて、パソコン８０又は携帯電話４０に送信することが可能となっている。携
帯電話４０又はパソコン８０が前記複写記録データベースの内容を受信すると、複写履歴
を表示手段８６８等に表示して、利用者に通知する。なお、当該複写履歴の内容をパソコ
ン８０又は携帯電話４０に送信する際に、利用者側の携帯電話４０又はパソコン８０から
取得した利用者ＩＤとパスワードとを照合して、照合結果が合致している場合にのみ、該
当する履歴情報を利用者側の通信機器（携帯電話４０、電子カメラ１０又はパソコン８０
等）に送信するようにしてもよい。
【０１０２】
図１０に、複写履歴データベースに記録されている第２の複写ファイル管理情報に基づい
た各コンテンツの複写履歴を示す。
【０１０３】
同図に示すように、利用者ＩＤ「鈴木二郎」の複写記録データベースは、新たにパソコン
８０から受信した第２の画像ファイルの複写履歴に基づいて複写履歴「ＰＣ７」の項目が
追加されている。
【０１０４】
利用者が携帯電話４０等を操作して当該複写記録データベースに記録されている複写履歴
内容を読み出すことによって、所望の画像ファイル等のコンテンツが現在どの電子機器に
記録されているかを知ることが可能となる。
【０１０５】
また、著作権による保護が主張されているコンテンツに対しては、例えばコンテンツの複
写を禁止する情報を記載して、コンテンツの移動のみを許可するように構成することが可
能となる。また、この場合にも、現在どの電子機器に利用者所望のコンテンツが記録され
ているかを容易に知ることが可能となる。また、複写履歴データベースを通信網４４上に
接続されている複写情報管理装置（通信機器等）に保存しておくことによって、著作権者
は自己の著作物が不正に複写されているか否かを管理することが可能となる。
【０１０６】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明に係る複写情報管理システムによれば、記録機器において、
コンテンツが記録された記録機器を特定するための機器ＩＤ又はコンテンツが記録された
記録媒体を特定するための媒体ＩＤと、コンテンツを特定するためのコンテンツＩＤとを
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において、コンテンツ管理情報に基づいて、どの記録機器の記録手段又はどの記録媒体に
どのコンテンツが記録されているかを示すコンテンツ複写履歴情報を生成して記録機器に
通知するようにしたので、記録媒体を介して画像、音楽、文書その他のコンテンツの移動
又は複写を実施した場合であっても、前記コンテンツ管理情報を受信したサーバにおいて
、コンテンツの複写又は移動の履歴を管理することが可能となる。
【０１０９】
また、コンテンツの履歴情報を受信した通信機器においてコンテンツの履歴情報を表示手
段に表示することによって、利用者は個々のコンテンツの保存場所や保存状況を簡単に把
握することができ、各種のコンテンツを効率的に管理することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る複写情報生成装置並びに複写情報管理装置を含む複写情報管理シス
テムの構成図
【図２】本発明に係る電子カメラの信号処理系ブロック図
【図３】電子カメラによって記録媒体に記録された画像ファイルの構造例
【図４】電子カメラが生成した第１の複写ファイル管理情報を示す図
【図５】パソコンの信号処理系ブロック図
【図６】パソコンの記録手段に複写された画像ファイルの構造例
【図７】パソコンが生成した第２の複写ファイル管理情報を示す図
【図８】サーバの信号処理系ブロック図
【図９】複写履歴データベースに記録されている第１の複写ファイル管理情報等に基づい
た各コンテンツの複写履歴を示す図
【図１０】複写履歴データベースに記録されている第２の複写ファイル管理情報に基づい
た各コンテンツの複写履歴を示す図
【符号の説明】
１０…電子カメラ、４０…携帯電話、４２…基地局、４４…通信網、８０…パソコン、９
０…サーバ、１５０…撮像手段、１５３…画像処理手段、１５４…Ａ／Ｄ変換器、１５６
…アンテナ、１５７…送受信手段、１６２…通信コネクタ、１６７…圧縮伸張手段、１６
８…表示手段、１６９…ＯＳＤ、１７０…信号処理手段、１７１…フレームメモリ、１７
２…Ｄ／Ａ変換器、１７４…入力手段、１７５…Ｉ／Ｏ、１７７…記録媒体、１７８…記
録媒体装着部、１７９…記録媒体インターフェース、１８０…情報処理手段、１８２…不
揮発性メモリ、１８３…ＲＯＭ、１８４…ＲＡＭ、１９０…カレンダ時計、１９１…電源
、１９２…電源コネクタ、１９３…発光手段、１９４…発光制御手段、１９９…バス、８
５６…アンテナ、８５７…送受信手段、８５９…通信コネクタ、８６０…通信回線、８６
５…送受信手段、８６８…表示手段、８６９…表示制御手段、８７４…入力手段、８７５
…Ｉ／Ｏ、８７７…記録媒体、８７８…記録媒体装着部、８７９…記録媒体インターフェ
ース、８８０…情報処理手段、８８１…メモリ、８８６…記録手段、８９０…カレンダ時
計、８９９…バス、９６０…通信回線、９６５…送受信手段、９６８…表示手段、９６９
…表示制御手段、９７４…入力手段、９７５…Ｉ／Ｏ、９８０…情報処理手段、９８１…
メモリ、９８６…記録手段、９９０…カレンダ時計、９９９…バス
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